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１．中国日用陶磁器市場の現況について 

2025年の中国における日用陶磁器（食器・茶器など）の市場規模は、約 1,304

億元（3兆 1,296億円）と推計されている1。 

中国が日本から輸入した日用陶磁器の金額は 2024年に約 3,484万ドル（56億

円）で、2022年の約 4,127万ドル（66億円）を下回るが、2019年の約 3,414万

ドル（55 億円）をわずかに上回り、コロナ禍前の規模を保つ。同品目の輸入額

に占める日本のシェアは 41.1％（2019 年）から 28.9％（2024 年）へ低下した

が、首位を維持し、需要の底堅さがうかがえる2。 

1689年創業の有田焼メーカーで、中国でも有田焼を販売する香蘭社によれば、

コロナ禍の在宅時間と家庭用品需要の増加で日本陶器ブームが起き、売り上げ

が大きく伸びた。その後は企業の参入増と値下げ競争、需要一巡の反動減が生じ

ている。近年は単に「日本の陶器」というだけでは売れず、商品固有の価値を伝

える必要性が高まっているという。 

 

２．販売・流通・展示販売事業者への聞き取り 

日本を代表する大手洋食器ブランド、ノリタケの中国総代理店 ERINA TRADING

によれば、飲食店への卸販売では、生産者に一定量の安定供給と価格競争力が求

められる。小規模なメーカーは大手と正面から競わず、強みを生かせる販路を選

び、地道にブランド価値を高めることが重要だという。 

香蘭社の中国法人は、主に贈答用を百貨店・専門店や富裕層個人客に販売する。

価格帯は 1点 400元（9,600円）～50,000元（120万円）と高級路線だが、責任

者は「高価格帯でも、まずブランドを知ってもらい、顧客を育てることが重要」

と話し、自社の歴史や日本での評価を繰り返し発信する。同社によれば、近年は

中国で食器の通関時の安全確認が厳しくなり、インボイス、原産地証明、鉛・カ

ドミウム検査書等の事前準備も欠かせないという。 

長崎県の波佐見焼などを EC、実店舗、ギフトで扱う大連西海貿易では、2026

 
1 新華指数研究院「中国日用陶磁器産業指数」（2026 年 5 月）  
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年 6 月、抖音（中国版 TikTok）の輸入陶器販売額ランキングが前年の６位から

１位に上昇した一方、販売額自体は前年を下回ったという。同社は「中国の家庭

では物質的な不足はなく、販売は年々難しくなっている。訴求すべきは、異なる

文化や日本の生活体験だ」と話す。 

上海で日本の現代工芸を紹介する介末 GALLERY は、若手陶芸家の美術的価値

の高いモダンな作品を選び、展示販売して消費者の心をつかむ。同ギャラリーに

よれば、目利き自体がブランドとなり、無名の作家の作品でも、展示すれば一定

の常連客が目利きを信頼して購入する。ただし、中国での広がりにはメーカー自

らがブランド価値を高める努力も欠かせないという。 

 

３．中国進出を目指す県内事業者への示唆 

聞き取りからは、価格競争を避けるため、他社製品との違いやブランドの歴

史・特徴を伝える重要性がうかがえる。産地の歴史・技法を生かしつつ、中国の

生活で日本文化を体感できるよう、中国茶や中国料理に合うデザイン・容量へ設

計を調整することも有力な選択肢となる。また、ブランド価値を長期的に育てら

れる現地パートナーとの連携も有効と考えられる。まずは、少量のサンプル輸出

からパートナー探しを始めることをおすすめしたい。 

中国の 60 歳以上人口は 2025 年末に 3 億 2,338 万人と、前年より 1,307 万人

増えた。上海市でも 60 歳以上が戸籍人口

の 37.6％を占める3。福岡県の国指定伝統

的工芸品７品目の一つ、小石原焼のまるた

窯は、この市場に着目し、親指を通す輪や、

こぼしにくい内向きの縁を備えた器を中

国向けに試作した。上海のシルバー経済関

連の博覧会でこの新作を PRするなど、新

分野の開拓に取り組む。 

中国メーカーの販売価格は総じて日本メーカーより安く、価格だけで競うの

は難しい。進出に当たっては代理店任せにせず、生産事業者自らがデザインの工

夫やブランド価値の向上などに取り組むことが欠かせない。 

当事務所では、県内メーカーの市場調査、パートナー探し、中国での PR活動

などを支援している。ご関心があれば、お気軽にご連絡いただきたい。  

※ 為替レート １元＝24円、１ドル＝160円 
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